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１．当社（川内、玄海）を巡る3.11以降の動向 （１／４）

原子力の自主的・継続的な安全性向上の取組みを公表6月18日

鹿児島県および薩摩川内市から川内1、2号機に関する事前協議の了承を受領11月7日

規制委と当社社長との意見交換10月29日

川内1、2号機の工事計画認可申請および保安規定変更認可申請の補正書を提出9～10月

川内1、2号機の原子炉設置変更許可を受領9月10日

川内1、2号機の原子炉設置変更許可申請の補正書を提出4～9月

原子力規制委員会（以下、規制委）は、「審査書案」作成の優先プラントとして川内1、2号機を選定3月13日

平
成
26
年

玄海3、4号機に係る新規制基準への適合性確認のための申請7月12日

川内1、2号機に係る新規制基準への適合性確認のための申請7月 8日平
成
25
年

玄海4号機 定期検査入り12月25日

玄海1号機 定期検査入り12月 1日

川内2号機 定期検査入り9月 1日

川内1号機 定期検査入り5月10日

東日本大震災3月11日

平
成
23
年

社内外の動向年 月 日
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１．当社（川内、玄海）を巡る3.11以降の動向 （２／４）

川内1号機の高経年化対策に係る原子炉施設保安規定の変更認可を受領8月5日

川内1号機の工事計画認可申請に係る補正書を再提出2～3月

川内1号機の新規制基準への適合性に係る工事計画認可を受領3月18日

川内1号機再稼働に向けた作業工程の説明会を報道陣向けに開催14日

規制委は、川内1号機「使用前検査」のうち、新規制基準に基づく主要な検査を終了24日

自然災害等により全交流電源喪失した事故を想定し、川内で訓練を実施27日～30日

規制委は、川内1、2号機共用部分（非常用発電機など）の使用前検査を開始23日

川内1号機において燃料157体を装荷7月7日～10日

規制委は、川内2号機の設備検査を開始10日

川内2号機の使用前検査申請書他を提出25日

規制委は、川内1、2号機の安全管理体制を現地で確認する保安検査を開始

川内1、2号機の新規制基準への適合性に係る保安規定変更認可受領

川内2号機の新規制基準への適合性に係る工事計画認可を受領

川内2号機の工事計画認可申請他および保安規定変更認可申請に係る補正書等を再提出

川内1号機の新規制基準への適合性確認に係る使用前検査申請書を提出

社内外の動向

19日

平
成
27
年

27日

6月8日

4月

年 月 日

5月22日
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１．当社（川内、玄海）を巡る3.11以降の動向 （３／４）

川内1号機の原子炉起動（当日「臨界」に到達）8月11日

玄海原子力発電所の原子力防災訓練を実施11日

川内1号機において復水ポンプ出口の電気伝導率が上昇（復水器細管13,000本のうち5本に傷）20日

平
成
27
年

川内2号機において燃料157体を装荷11日～13日

川内1号機の定格熱出力一定運転到達31日

玄海1号機の「廃止措置計画認可申請書」を提出22日

川内2号機の通常運転復帰（規制委による総合負荷性能検査等が終了）17日

川内2号機の高経年化対策に係る原子炉施設保安規定の変更認可を受領18日

川内1、2号機の緊急時対策所の変更（免震棟から耐震棟への変更）等について、原子炉設置変更許可申請を提出12月17日

規制委は、特定重大事故等対処施設等の経過措置（設置猶予）を見直すことを了承13日

川内2号機の定格熱出力一定運転到達11月1日

川内2号機の発電再開21日

川内1号機の通常運転復帰（規制委による総合負荷性能検査等が終了）9月10日

川内2号機の原子炉起動（当日「臨界」に到達）10月15日

川内2号機の高経年化対策に係る保安規定変更認可申請の補正書を提出

川内1号機の発電再開

社内外の動向

14日

10日

年 月 日
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１．当社（川内、玄海）を巡る3.11以降の動向 （４／４）

川内１号機 定期検査入り10月6日

熊本地震（前震）の発生4月14日

規制委と当社社長との意見交換3日

4月22日に締結した原子力事業における相互協力に北陸電力が参加することに合意し、改めて協定を締結8月5日

4電力（当社、関西、中国、四国）において、原子力事業における相互協力について協定を締結22日

佐賀県へ玄海原子力発電所に関する取り組みについて申入書を提出27日

川内原子力発電所の原子力防災訓練を実施9月9日

川内及び玄海の緊急時対策所の変更等について、規制委の審査会合において説明13日

玄海1号機の廃止措置に伴う原子炉施設保安規定変更認可申請書を提出16日

玄海3、4号機の原子炉設置変更許可申請の補正書を提出20日

玄海の緊急時対策所の整備計画を見直し（免震棟から耐震棟への変更）5月17日

熊本地震（本震）の発生16日
平
成
28
年

川内原子力発電所の迂回道路建設計画について、鹿児島県、薩摩川内市と覚書を取交し31日

川内1、2号機の緊急時対策所の変更等に係る原子炉設置変更許可申請書を提出3月25日

川内の緊急時対策所等について、規制委の審査会合において説明1月26日

川内原子力発電所の原子力防災訓練を実施5日

伊万里市と「伊万里市民の安全確保に関する協定書」を締結

社内外の動向

2月2日

年 月 日
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２．自治体等の原子力を巡る動向（H27.9～H28.9）

当社は、鹿児島県知事からの再要請に対して回答9日

佐賀県と伊万里市は、「原子力発電所の安全確保に関する協定書に係る佐賀県と伊万里市の覚書」を締結2月2日

当社は、鹿児島県知事からの要請に対して回答9月5日

鹿児島県知事は、川内1、2号機の一旦停止及び点検等を当社へ要請8月26日

鹿児島県議会総務委員会は、川内原子力発電所の視察を実施15日

鹿児島県知事は、川内1、2号機の一旦停止及び点検等を当社へ再要請7日

平
成
28
年

当社は、川内原子力発電所における熊本地震を受けた特別点検を開始27日

さつま町議会は、川内原子力発電所の視察を実施7月12日

いちき串木野市議会総務委員会は、川内原子力発電所の現地調査を実施12月15日

唐津市議会「特別委員会」は、川内原子力発電所の視察を実施10月28日
平
成
27
年

佐賀県・長崎県・福岡県は、玄海原子力発電所の事故発生を想定し、原子力防災訓練を実施11月28日

玄海町議会は、川内原子力発電所を視察を実施1月20日

鹿児島県は、川内原子力発電所の事故発生を想定し、原子力防災訓練を実施

福岡市は、玄海原子力発電所の事故発生を想定し、原子力災害避難訓練を実施

自治体等の動向

9月12日

20日

年 月 日
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３．他電力の原子力再稼働に関する動向（H27.9～H28.9）

平
成
28
年

平
成
27
年

伊方町長は、四国電力伊方3号機の再稼働に同意26日

愛媛県知事は、四国電力伊方3号機の再稼働に同意26日

四国電力は、伊方3号機定格熱出力一定運転開始22日

四国電力は、伊方3号機発電再開15日

四国電力は、伊方3号機原子炉起動（翌日臨界に到達）8月12日

原子力規制委員会は、四国電力伊方3号機の保安規定変更を認可4月19日

原子力規制委員会は、四国電力伊方3号機の工事計画を認可23日

原子力規制委員会は、関西電力高浜1、2号機の運転期間延長認可20日

高浜町長は、関西電力高浜3、4号機の再稼働に同意12月3日

大津地方裁判所は、関西電力高浜3、4号機の再稼働禁止仮処分命令3月9日

関西電力は、高浜4号機原子炉起動（翌日臨界に到達）26日

原子力規制委員会は、関西電力高浜1、2号機の工事計画認可6月10日

関西電力は、高浜3号機原子炉停止10日

関西電力は、高浜3号機定格熱出力一定運転開始4日

関西電力は、高浜4号機並列操作中に原子炉自動停止29日

福井地方裁判所は、関西電力高浜3、4号機の運転差止仮処分命令の取消しを決定24日

関西電力は、高浜3号機発電再開

関西電力は、高浜3号機原子炉起動（翌日臨界に到達）

福井県知事は、関西電力高浜3、4号機の再稼働に同意

原子力規制委員会は、関西電力高浜4号機の工事計画、同3、4号機の保安規定変更を認可

他電力の動向

1月29日

2月1日

10月9日

年 月 日

22日


